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シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
へ
の
散
歩
道
③

　
　
ブ
レ
イ
ズ�

ン
へ
の
視
線
―

『
恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
覚
書

英
語
英
米
文
学
科
教
授　

村
里
　
好
俊

（
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
）

　

こ
の
映
画
（『
恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』Shakespeare in 

Love

）
は
、
第
七
一
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
最
優
秀
作
品
賞
、
最
優
秀

主
演
女
優
賞
、
最
優
秀
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
賞
な
ど
七
部
門
、
第
五
六

回
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
賞
の
最
優
秀
作
品
賞
、
最
優
秀
主
演
女

優
賞
、
最
優
秀
脚
本
賞
の
三
部
門
、
そ
の
他
数
々
の
栄
誉
あ
る
映
画

賞
を
授
与
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
特
筆
す
べ
き
は
、
最
優
秀
脚
本
賞
を

授
与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ナ
リ
オ
作

家
マ
ー
ク
・
ノ
ー
マ
ンM

arc N
orm

an

と
、
出
世
作
『
ロ
ー
ゼ
ン
ク

ラ
ン
ツ
と
ギ
ル
デ
ン
ス
タ
ー
ン
は
死
ん
だ
』
等
で
有
名
な
、
英
国
を

代
表
す
る
劇
作
家
ト
ム
・
ス
ト
ッ
パ
ー
ドTom

 Stoppard

と
の
コ

ン
ビ
は
、
綿
密
な
時
代
考
証
を
重
ね
、
緻
密
に
磨
か
れ
考
え
抜
か
れ

た
文
章
を
駆
使
し
て
、
色
々
な
意
味
で
極
め
て
秀
で
た
内
容
の
脚
本

を
仕
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
映
画
の
時
代
設
定
は
一
五
九
三
年
の
夏
。
間
歇
的
に
疫
病
が

ロ
ン
ド
ン
を
襲
い
、
劇
場
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
時
期
で
、
当
時
二

大
劇
団
と
さ
れ
た
「
宮
内
大
臣
一
座
」
と
「
海
軍
大
臣
一
座
」
の

内
、
後
者
の
座
主
か
つ
経
営
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ン
ズ
ロ
ウ

Philip H
enslow

（?-1616

）
は
、
劇
場
閉
鎖
ゆ
え
の
借
金
苦
に
喘

い
で
い
る
一
方
、
前
者
の
座
主
で
花
形
俳
優
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー

ベ
ッ
ジRichard Burbage

（1567-1619

）
は
、
饗
宴
局
長
テ
ィ

ル
ニ
ー
の
介
添
え
も
あ
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
思
し
召
し
で
宮
廷

に
呼
ば
れ
、
宮
廷
の
宴
会
の
間
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
の
喜
劇

『
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の
二
人
の
紳
士
』
を
、
ヘ
ン
ズ
ロ
ウ
か
ら
盗
ん
で
上

演
す
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
、
版
権
な
ど
は
明
確
で
な
く
、
劇
作
を

盗
ん
だ
り
盗
ま
れ
た
り
す
る
の
は
、
日
常
茶
飯
事
で
は
あ
っ
た
が
。

と
は
い
え
、
目
下
の
状
況
で
は
、
明
ら
か
に
、
バ
ー
ベ
ッ
ジ
に
や
や

分
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

故
郷
を
離
れ
、
ロ
ン
ド
ン
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
数
年
が
経
過
し

た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
二
九
歳
に
な
っ
て
い
た
。
二
一
歳
に
な
る

前
に
三
人
の
子
供
た
ち
の
父
親
と
な
り
、
そ
の
数
年
前
か
ら
実
父
の

商
取
引
失
敗
に
よ
る
没
落
で
働
き
口
を
必
死
に
探
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
、
故
郷
の
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
実
家
に

妻
子
を
預
け
、
何
ら
か
の
伝
を
頼
っ
て
ロ
ン
ド
ン
で
一
旗
挙
げ
よ
う

と
上
京
し
、
何
が
切
っ
掛
け
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
劇
団
に
雇
わ

れ
、
恐
ら
く
初
め
の
う
ち
は
こ
の
映
画
に
出
る
何
で
も
屋
の
ピ
ー

タ
ー
の
よ
う
に
、様
々
な
雑
用
を
し
、役
者
と
し
て
舞
台
に
も
上
が
っ

た
後
に
劇
作
家
に
な
り
、
一
先
ず
は
や
っ
と
一
人
前
の
詩
人
・
劇
作

家
と
し
て
活
躍
を
始
め
て
い
た
が
、
一
〇
作
ほ
ど
を
書
い
た
現
在

は
、
作
家
と
し
て
の
袋
小
路
に
陥
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
映
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画
は
始
ま
る
。
映
画
の
中
で
は
、
ウ
ィ
ル
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
）
は
そ
の
事
情
を
「
霊
感
を
与
え
て
く
れ
る
ミ
ュ
ー
ズ
女

神
、
つ
ま
り
真
の
魂
を
共
有
し
合
う
、
愛
す
る
女
性
」
が
い
な
い
か

ら
だ
と
述
べ
る
が
、
実
は
、
彼
の
劇
風
が
ち
ょ
う
ど
転
換
期
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
自
作
の
芝
居
に
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
、
彼
は
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
。
こ
の
映
画
は
、
ヘ
ン
ズ
ロ

ウ
の
発
案
で
、
新
し
い
喜
劇
『
ロ
ミ
オ
と
海
賊
王
の
娘
エ
セ
ル
』
を

上
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
ロ
ミ
オ
役
を
演
じ
る
有
望
な
若
手
俳
優
を

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
探
す
こ
と
に
な
っ
た
時
、
ウ
ィ
ル
が
、
単
身
赴

任
の
ロ
ン
ド
ン
で
、
と
あ
る
成
金
貴
族
の
令
嬢
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
姫
と
恋

に
落
ち
、
そ
の
体
験
を
基
に
し
て
現
在
進
行
形
と
い
う
形
で
有
名
な

悲
劇
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』、
そ
し
て
二
人
の
悲
恋
の
後
日

談
と
し
て
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
を
女
主
人
公
と
し
、
彼
の
喜
劇
の
最
高
峰
と

さ
れ
る
『
十
二
夜
』
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
、
極
め
て
ス
リ
リ
ン
グ
で

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
た
秀
作
で
あ
る
。

　

こ
の
映
画
の
中
で
、
デ
・
レ
セ
ッ
プ
ス
家
で
開
催
さ
れ
た
舞
踏
会

へ
楽
団
員
の
一
人
に
成
り
済
ま
し
て
忍
び
込
ん
だ
ウ
ィ
ル
は
、
当
家

の
令
嬢
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
が
踊
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
彼
女
に
一
目
惚

れ
す
る
。
こ
の
状
況
は
、『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の
中
で
、

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
屋
敷
で
の
仮
面
舞
踏
会
に
友
人
た
ち
と
共
に
忍
び

込
ん
だ
ロ
ミ
オ
が
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
一
目
惚
れ
す
る
場
面
に
転
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
同
年
齢
だ
が
、
詩
人
・

劇
作
家
と
し
て
彼
よ
り
ず
っ
と
早
く
デ
ヴ
ュ
ー
し
、
す
で
に
人
気

作
家
に
な
っ
て
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ー
ロ
ウ
（C

hristopher 

M
arlow

e

一
五
六
四
～
九
三
）
が
自
作
『
ヒ
ア
ロ
ウ
と
リ
ア
ン
ダ
ー 

H
ero and Leander

』
第
一
巻
一
七
六
行
で“W

ho ever loved that 

loved not at first sight?”

「
今
ま
で
恋
を
し
た
者
で
、
一
目
惚
れ
で

な
か
っ
た
例
が
あ
ろ
う
か１

」
と
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
恋
の

慣
例
に
沿
っ
て
ウ
ィ
ル
は
一
目
で
恋
に
落
ち
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

図
ら
ず
も
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
詩
人
・
劇
作
家
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
大

の
フ
ァ
ン
で
、
彼
の
詩
劇
を
通
し
て
、
彼
に
密
か
に
思
い
焦
が
れ
て

い
た
。

　

い
や
し
く
も
貴
族
の
令
嬢
が
下
々
の
者
に
交
じ
っ
て
川
向
こ
う
の

歓
楽
街
サ
ザ
ッ
ク
地
区
に
あ
る
劇
場
に
芝
居
見
物
に
行
く
の
は
避
け

る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
も
し
、
ど
う
し
て
も
芝
居
を
見
物
し
た
け
れ

ば
、
女
王
陛
下
が
宮
廷
に
劇
団
を
呼
び
つ
け
て
宮
廷
の
宴
会
場
で
芝

居
見
物
さ
れ
る
と
き
に
他
の
宮
廷
人
と
一
緒
に
見
物
す
れ
ば
よ
い
と

言
う
乳
母
に
反
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
芝
居
に
出
た
く
て
、
そ
れ
も
、

当
時
は
舞
台
の
上
に
女
性
が
上
が
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

た
の
で
、
ト
マ
ス
と
い
う
田
舎
出
の
若
者
で
乳
母
の
甥
と
い
う
触
れ

込
み
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
、
ロ
ミ
オ
役
を
見
事
に
射
止
め

る
。
ト
マ
ス
が
実
は
愛
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
姫
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
い
ウ
ィ
ル
は
、
彼
女
へ
の
恋
文
と
恋
歌
（
ソ
ネ
ッ
ト
十
八
番
）
を

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

１　

大
塚
定
徳
・
村
里
好
俊
訳
、『
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
恋
愛
詩
集
』、
大

阪
教
育
図
書
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
頁
。
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ト
マ
ス
に
託
す
が
、
彼
女
か
ら
の
涙
で
滲
ん
だ
手
紙
を
ト
マ
ス
か
ら

受
け
取
る
こ
と
に
な
る
。
彼
女
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、
貴
族
で
あ

る
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
卿
と
結
婚
す
る
こ
と
が
、
彼
と
彼
女
の
父
親
と
の

間
で
、
ま
る
で
商
取
引
を
す
る
か
の
よ
う
に
、
取
り
決
め
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
だ
。

　

ウ
ィ
ル
は
、
テ
ム
ズ
川
を
手
漕
ぎ
の
小
舟
（
い
わ
ば
、
水
上
タ
ク

シ
ー
）
に
乗
っ
て
自
分
の
屋
敷
へ
と
戻
ろ
う
と
す
る
ト
マ
ス
を
他

の
小
舟
で
追
い
掛
け
、
ト
マ
ス
の
小
舟
に
乗
り
移
っ
て
、
ト
マ
ス

に
向
か
っ
て
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
に
対
す
る
思
い
の
丈
を
打
ち
明
け
よ
う

と
す
る
。
そ
の
重
要
な
場
面
で
、
ウ
ィ
ル
は
ト
マ
ス
に
向
か
っ
て

“oxym
oron”

と“blazon”

と
２

い
う
当
時
よ
く
使
わ
れ
た
詩
の
技
法
を

用
い
て
、
次
の
よ
う
に
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
姫
の
美
し
さ
を
称
揚
す
る３

。

V
iola as T

hom
as: …

…
 Tell m

e how
 you love her, W

ill.

W
ill: Like a sickness and its cure together.

V
iola as T

hom
as: Yes, like rain and sun, like cold and heat. 

(C
ollecting herself) Is your lady beautiful? Since I cam

e here 

from
 the country, I have not seen her close. Tell m

e, is she 

beautiful?

W
ill: Thom

as, if I could w
rite the beauty of her eyes! I w

as born 

to look in them
 and know

 m
yself.

H
e is looking into Viola’s eyes. She holds his look, but W

ill 

belies his w
ords.

V
iola as T

hom
as: A

nd her lips?

W
ill: H

er lips! The early m
orning rose w

ould w
ither on the 

branch, if it could feel envy!

V
iola as T

hom
as: A

nd her voice? Like lark song?

W
ill: D

eeper. Softer. N
one of your tw

ittering larks! I w
ould 

banish nightingales from
 her garden before they interrupt her 

song.

V
iola as T

hom
as: She sings too?

W
ill: C

onstantly. W
ithout doubt. A

nd plays the lute, she has a 

natural ear. A
nd her bosom

 ―
 did I m

ention her bosom
?

V
iola as T

hom
as: (glinting) W

hat of her bosom
?

W
ill: O

h Thom
as, a pair of pippins! A

s round and rare as golden 

apples!

V
iola as T

hom
as: I think the lady is w

ise to keep your love at 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

２　
「
オ
ク
シ
モ
ロ
ン
」
と
は
、
矛
盾
・
撞
着
語
法
で
、
意
味
が
全
く
相
反
す
る

言
葉
を
結
び
つ
け
て
、
よ
り
強
烈
な
表
現
を
作
る
技
法
で
あ
り
、「
ブ
レ
イ
ズ
ン
」

と
は
、
女
性
の
美
を
カ
タ
ロ
グ
形
式
で
順
序
よ
く
並
べ
、
他
の
美
し
い
品
々
に

喩
え
て
一
つ
ず
つ
称
揚
す
る
技
法
の
こ
と
で
あ
る
。
一
四
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
詩

人
ペ
ト
ラ
ル
カ
を
範
と
し
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
英
語
詩
人
た
ち
に
愛
用
さ

れ
た
。

３　

M
are N

orm
an &

 Tom
 Stoppard, Shakespeare in Love, ed. by Fum

iko 
K

osai &
 John C

ronin. 

松
柏
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
四
～
五
頁
。
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a distance. For w
hat lady could live up to it close to, w

hen 

her eyes and lips and voice m
ay be no m

ore beautiful than 

m
ine? B

esides, can a lady of w
ealth and noble m

arriage love 

happily w
ith a B

ankside poet and player?

W
ill: (fervently) Y

es, by G
od! Love know

s nothing of rank 

or riverbank! It w
ill spark betw

een a queen and the poor 

vagabond w
ho plays the king, and their love should be 

m
inded by each, for love denied blights the soul w

e ow
e to 

G
od! So tell m

y lady, W
illiam

 Shakespeare w
aits for her in 

the garden!

V
iola as T

hom
as: B

ut w
hat of Lord W

essex?

W
ill: For one kiss, I w

ould defy a thousand W
essexes!

She kisses him
 on the m

outh and jum
ps out of the boat.

V
iola as T

hom
as: O

h, W
ill!

She throw
s a coin to the Boatm

an and runs tow
ards the 

house.

こ
の
場
面
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
扮
す
る
ト
マ
ス
の
セ
リ
フ
に
は
「
疑

問
符
？
」
が
多
用
さ
れ
、
彼
女
の
不
信
と
不
安
で
一
杯
の
気
持
ち
を

表
し
て
い
る
一
方
で
、
ウ
ィ
ル
の
セ
リ
フ
に
は
、「
感
嘆
符
！
」
が

多
用
さ
れ
、
彼
の
激
し
い
恋
の
情
熱
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
重

要
な
の
は
、
こ
の
場
面
の
最
後
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
が
万
感
の
思
い
を

込
め
て
ウ
ィ
ル
に
キ
ス
を
し
、「
お
お
、
ウ
ィ
ル
！
」
と
い
う
「
感

嘆
符
！
」
で
話
を
終
え
る
所
で
あ
る
。
最
後
に
は
、
ウ
ィ
ル
の
真
の

愛
情
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
彼
女
は
、
ウ
ィ
ル
の
必
死
の
訴
え
に

同
感
し
て
い
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
流
行
の
「
ブ
レ
イ
ズ
ン
」
の
技
法
を
駆
使
し
て

歌
っ
た
有
名
な
詩
が
あ
る
。
先
ず
は
そ
れ
を
次
に
紹
介
し
た
い
。

　

一
六
世
紀
後
半
の
詩
人
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
（Sir 

Philip Sidney

一
五
五
四
～
八
六
）
の
代
表
作
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ

イ
デ
ィ
ア N

ew
 Arcadia

』
第
二
巻
第
一
一
章
で
、
パ
メ
ラ
姫
、
フ
ィ

ロ
ク
レ
ア
姫
、
御
付
の
マ
イ
ゾ
、
そ
し
て
ア
マ
ゾ
ン
女
戦
士
ゼ
ル
メ

イ
ン
に
女
装
し
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
子
で
本
編
の
主
人
公
の
一
人
ピ
ュ

ロ
ク
レ
ス
の
一
行
は
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
中
央
部
に
位
置
し
、
古

代
ロ
ー
マ
の
代
表
的
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
が
そ
の
『
牧
歌
』
で
理

想
郷
と
し
て
称
え
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
国
の
人
里
離
れ
た
森
の
中
を
流

れ
る
川
で
の
水
遊
び
に
出
掛
け
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
本
当
の
女
性

と
思
わ
れ
て
水
遊
び
に
誘
わ
れ
た
ピ
ュ
ロ
ク
レ
ス
は
、
風
邪
を
口
実

に
そ
れ
を
断
り
、
川
の
傍
で
王
女
た
ち
が
丸
裸
で
水
遊
び
を
し
て
い

る
模
様
を
観
察
し
、
愛
す
る
フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
姫
の
優
美
な
姿
態
を

“blazon”
の
技
法
を
駆
使
し
て
、
次
の
よ
う
に
歌
う４

。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

４　

こ
の
詩
の
場
合
、
ま
ず
肉
体
の
前
面
を
髪
か
ら
足
ま
で
降
り
て
行
き
、
次
に
、
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か
の
ひ
と
の
完
璧
な
美
の
品
々
を
、
ど
ん
な
言
葉
で
尽
く
せ
る
も
の
か

百
万
言
を
費
や
し
て
誉
め
称
え
て
も
、
一
の
品
さ
え
覚
束
ぬ

彼
女
の
髪
は
、
純
金
の
細
い
糸

結
い
上
げ
し
巻
毛
と
な
り
て
、
恋
人
の
心
を
縛
る

そ
こ
に
額
が
進
み
出
て
、「
わ
た
し
の
な
か
に

な
お
純
白
の
美
し
さ
、
見
え
る
で
し
ょ
う
」
と

ま
さ
し
く
純
白
、
冷
た
き
冬
の
厳
顔
に

降
り
積
も
る
、
新
雪
よ
り
白
し

　

額
に
は
、
よ
く
釣
り
合
っ
た
平
ら
か
な
眉５

同
じ
長
さ
の
直
線
が
、
角
度
を
曲
げ
て

新
月
の
後
、
三
日
月
頭

延
ば
す
時
の
、
月
の
様
子
に
似
た
り
か
な

弓
形
の
瞼
は
、
天
の
目
蓋

閉
じ
き
れ
ば
、
大
胆
不
敵
な
企
み
を
阻
止
す

　

天
球
に
は
、
二
つ
の
黒
星
が
鎮
座
し６

背
面
を
肩
か
ら
手
の
指
へ
進
み
、
最
後
に
内
面
の
魂
の
美
を
称
え
て
結
ん
で
い

る
。
稀
に
見
る
ほ
ど
精
巧
な
ブ
レ
イ
ゾ
ン
で
書
か
れ
た
こ
の
歌
は
、
シ
ド
ニ
ー

が
若
い
頃
に
書
い
て
以
来
、
最
も
多
く
修
正
加
筆
を
加
え
た
歌
で
あ
っ
て
、
当

時
、
転
写
や
復
刻
や
言
及
が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
宮

廷
人
の
い
わ
ば
《
愛
唱
歌
》
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
詩
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
純
金
の
細
い
糸
」、「
鯨
の
骨
の
よ
う
に
白
い
」
な
ど
平
板
な
比
較
表
現
が
見
ら

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
創
的
な
創
意
に
満
ち
て
い
る
。
こ
の
詩
が
高
度
に

技
巧
的
で
あ
る
の
は
、
い
わ
ば
〈
不
意
打
ち
技
法
〉
を
利
用
し
て
、
初
め
は
誇

張
し
矛
盾
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
映
る
も
の
で
鬼
面
人
を
驚
か
す
が
、
よ
く
考
え
れ

ば
、
完
璧
な
適
切
性
と
予
期
し
な
い
関
連
性
が
浮
か
ん
で
く
る
と
い
う
特
徴
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
姫
君
の
薄
い
鳶
色
の
眉
は
、
彼
女
の
眼
で

あ
る
二
つ
の
黒
い
星
の
上
に
弓
形
に
か
か
る
三
日
月
で
あ
っ
て
、
瞼
を
閉
じ
る

と
、
大
胆
不
敵
な
挑
戦
を
阻
止
す
る
と
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
視
覚
的
誇
張
表
現

で
あ
る
が
、
巧
み
に
姫
君
を
大
空
の
全
て
の
美
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
黒
い
星

は
矛
盾
・
撞
着
語
法
（oxym

oron

）
だ
が
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
の
瞳
は
、
当
時
の

通
例
の
美
女
の
眼
の
色
と
さ
れ
る
「
紺
碧
碧
眼
」
で
は
な
く
、
実
際
黒
い
の
だ

か
ら
、
見
事
に
叙
述
的
で
あ
る
。
閉
じ
た
瞼
は
、
恋
す
る
男
た
ち
の
猥
ら
な
視

線
を
撥
ね
付
け
る
が
、
純
潔
の
女
神
で
あ
る
月
（
眉
）
の
下
で
そ
う
す
る
の
だ
。

新
し
い
形
而
上
学
的
文
体
を
弄
ん
だ
後
輩
詩
人
た
ち
が
、
こ
の
詩
の
機
知
に
富

む
綺
想
を
喜
ん
だ
の
は
無
理
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
初
稿
の
『
オ
ー
ル
ド
・
ア
ー

ケ
イ
デ
ィ
ア
』
で
は
、「
第
三
巻
」
の
終
わ
り
の
方
で
、
ピ
ュ
ロ
ク
レ
ス
が
、
二

人
の
愛
の
成
就
の
直
前
、
ほ
と
ん
ど
裸
同
然
で
フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
が
眠
っ
て
い
る

の
を
観
察
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
歌
を
思
い
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
尤

も
、
語
り
手
が
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
長
い
歌
の
歌
詞
を
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
思
い
出
す
余
裕
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
。）『
オ
ー
ル
ド
』
で
は
、
こ
の
歌

は
孤
独
な
羊
飼
い
フ
ィ
リ
ジ
デ
ス
［
＝
シ
ド
ニ
ー
の
分
身
］
の
作
と
さ
れ
、
彼

が
黒
い
瞳
の
つ
れ
な
い
恋
人
、
ミ
ラ
へ
の
貢
歌
と
し
て
、
か
つ
て
捧
げ
た
歌
で

あ
る
が
、
改
訂
版
で
あ
る
『
ニ
ュ
ー
』
で
は
、
ピ
ュ
ロ
ク
レ
ス
本
人
の
作
と
し
て
、

よ
り
直
接
的
で
、
よ
り
劇
的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

５　

ス
ペ
ン
サ
ー
『
妖
精
の
女
王
』
第
二
巻
第
三
篇
二
五
節
で
は
、
美
し
い
処

女
ベ
ル
フ
ィ
ー
ビ
の
「
ま
ぶ
た
に
は
、
そ
の
整
っ
た
［
釣
り
合
っ
た
］
ま
ゆ
の

陰
に
／
多
く
の
美
の
女
神
た
ち
が
宿
っ
て
／
美
し
い
顔
つ
き
や
愛
嬌
を
作
り
／

だ
れ
も
が
乙
女
に
そ
れ
ぞ
れ
の
美
を
与
え
／
だ
れ
も
が
乙
女
に
や
さ
し
く
お
じ

ぎ
を
し
て
い
る
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
（
和
田
勇
一
、
福
田
昇
八 

共
訳
）。
つ
ま

り
、
皺
一
つ
な
い
す
べ
ら
か
な
額
に
、
整
い
釣
り
合
っ
た
眉
毛
が
座
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
当
時
、
黒
い
眉
毛
を
形
容
す
る
の
に
、“even”

と
発
音
も
綴
り
も

似
て
い
る“ebon”

（
漆
黒
の
）
を
使
っ
た
慣
習
に
、
こ
れ
は
対
応
し
て
い
る
。

６　
『
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』｢

第
五
歌｣

、
一
〇
～
一
一
行
に
、｢

ぼ
く
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比
類
な
き
一
対
、
称
賛
も
名
折
れ

人
工
の
技
で
作
ら
れ
し
、
い
か
な
ラ
ン
プ
の
灯
火
も

目
映
く
遍
く
照
り
渡
る
、
天
つ
太
陽
も

無
比
の
黒
い
瞳
に
、
比
べ
よ
う
と
て
な
く

た
だ
瞳
と
瞳
が
、
清
澄
さ
を
競
い
合
う

一
つ
不
幸
な
こ
と
に
、
瞳
は

片
方
の
瞳
の
美
を
、
確
か
め
ら
れ
ぬ７

　

彼
女
の
頬
は
、
天
然
無
垢
の
ク
ラ
レ
ッ
ト

太
陽
神
の
雄
々
し
さ
に
、
顔
赤
ら
め
し

寝
所
か
ら
抜
け
出
た
ば
か
り
の
、
曙
の
女
神

も
ぎ
た
て
の
、
ク
イ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
ル
の
腹８

彼
女
の
鼻
、
顎
は
、
純
粋
な
象
牙
を
ま
と
い

か
わ
い
ら
し
い
耳
は
、
こ
れ
に
劣
ら
ず
清
純

象
牙
の
耳
に
は
、
血
の
筋
が
浮
き
出
て
見
え

ワ
イ
ン
と
ミ
ル
ク
が
、
程
よ
く
交
ぜ
合
わ
さ
っ
た
よ
う

耳
の
小
さ
い
渦
の
中
を
、
覗
き
込
め
ば

視
線
は
、
愛
の
迷
路
を
踏
み
迷
う

意
地
悪
な
曲
が
り
角
、
声
を
迷
わ
す

言
葉
は
道
案
内
な
く
ば
、
奥
へ
の
道
が
分
か
ら
な
い

耳
朶
は
、
宝
石
で
飾
ら
ず
と
も

耳
朶
自
ら
が
、
極
上
の
宝
石

　

赤
く
膨
ら
ん
だ
く
ち
び
る
を
、
だ
れ
が
見
逃
そ
う
や

幸
い
な
る
か
な
、
い
つ
も
自
ら
に
接
吻
す
る
く
ち
び
る
は

価
値
は
紅
玉
、
味
わ
い
は
桜
ん
坊
、

完
璧
な
色
合
は
、
咲
き
初
め
し
花
薔
薇
は
な
そ
う
び

く
ち
び
る
が
離
れ
る
と
、
二
列
に

並
ん
だ
、
貴
重
な
真
珠
が
拝
お
が
め
る

真
珠
は
、
第
二
陣
の
愛
ら
し
く
囲
わ
れ
た
柵９

は
い
っ
た
、
そ
な
た
の
眼
は
星
々
、
そ
な
た
の
胸
は
天
の
川
、
そ
な
た
の
指
は

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
矢
柄
、
そ
な
た
の
声
は
天
使
の
歌
と｣

と
、
ス
テ
ラ
の
美
が

称
揚
さ
れ
て
い
る
。

７　
「
眼
は
自
分
と
瓜
二
つ
の
美
し
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い
う

よ
う
な
表
現
に
は
、
当
時
い
く
つ
か
の
例
が
見
ら
れ
る
。

８　

ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
古
ギ
ツ
ネ
―
―
ヴ
ォ
ル
ポ
ー
ネ
』
四
幕
二
場
七
二

～
三
行
に
、｢

た
だ
ち
ょ
い
と
お
鼻
が
赤
い
よ
う
で
、
お
て
ん
と
さ
ま
の
当
た

る
ほ
う
が
赤
味
の
つ
く
／
林
檎
み
た
い
に
、
そ
の
鼻
も
や
っ
ぱ
り
片
方
が
赤
く

な
っ
て
ま
す
な
あ｣

（
大
場
建
治
訳
）、
ス
ペ
ン
サ
ー
『
羊
飼
い
の
暦
歌
』
六
月
、

四
二
～
三
行
に
、｢

あ
の
こ
ろ
は
、
私
の
ロ
ザ
リ
ン
ド
に
与
え
る
た
め
に
／
ま
だ

青
い
マ
ル
メ
ロ
［
ク
イ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
ル
］
の
実
を
捜
し
歩
き｣

と
あ
る
。
花

言
葉
は
誘
惑
。
こ
れ
は
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
『
牧
歌
』
第
二
歌
五
一
行
の
「
ぼ

く
は
マ
ル
メ
ロ
を
―
―
う
っ
す
ら
と
白
い
粉
を
ふ
い
た
実
を
／
そ
れ
か
ら
栗
と

胡
桃
を
自
ら
摘
も
う
」
に
倣
っ
た
と
さ
れ
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

９　
『
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』｢

第
五
歌｣

、
三
八
行
に
、｢

紅
玉
に
隠
れ

た
真
珠
の
列｣

と
あ
る
。
真
珠
の
歯
と
紅
玉
の
唇
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
『
妖
精
の

女
王
』
第
二
巻
、
第
三
篇
、
二
四
節
に
、｢

話
を
す
る
と
き
は
、
し
た
た
る
蜜
蜂

の
よ
う
な
甘
美
な
言
葉
を
使
い
／
真
珠
と
ル
ビ
ー
の
間
か
ら
、
天
上
の
音
楽
か

と
も
思
え
る
／
銀
鈴
を
振
る
よ
う
な
声
を
や
さ
し
く
出
す
の
で
あ
っ
た｣

、
ま
た

『
ア
モ
レ
ッ
テ
ィ
』
八
一
番
、
九
～
十
二
行
に
は
、｢

け
れ
ど
、
一
番
う
る
わ
し
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天
の
甘
露
に
濡
れ
た
舌
を
、
護
衛
す
る

そ
こ
か
ら
は
、
言
葉
が
無
駄
に
流
れ
出
た
た
め
し
な
し

　

く
ち
び
る
の
下
に
、
凛
々
し
く
堂
々
と
聳
え
る
は

こ
の
貴
重
極
ま
る
芸
術
作
品
の
、
柄

妖
し
い
魅
力
が
潜
む
、
首

か
く
や
な
ら
ん
か
、
築
の
大
家
が
大
公
の
四
阿
あ
ず
ま
や
に

贅
を
尽
く
し
て
、
建
て
し
塔

　

食
欲
を
そ
そ
ら
れ
て
、
視
線
が

今
少
し
下
へ
と
、
さ
ま
よ
え
ば

覗
け
る
は
、
胸
の
愛
ら
し
く
撓
た
わ
わ
な
房

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
息
子
の
、
気
ま
ま
な
住
処
す
み
か

透
明
な
大
理
石
の
、
真
ん
丸
い
柄
頭
つ
か
が
し
ら

青
い
静
脈
が
、
見
事
に
浮
き
上
が
り

こ
の
上
な
く
大
切
な
、
赤
紫
色
の
頂
点
と
溶
け
合
う

　

両
の
乳
房
の
間
に
は
、
一
本
の
途

乳
の
名
を
持
つ
、
天
の
路
よ
り
も

美
の
殿
堂
に
、
祭
る
に
ふ
さ
わ
し
い
途

途
は
、
喜
び
溢
れ
る
野
原
へ
続
く

一
面
、
白
百
合
の
花
畑

天
然
の
、
甘
い
芳
香
は

イ
ン
ド
産
の
、
高
価
な
香
料
さ
え
凌
ぐ

そ
の
名
は
腰
、
男
の
命
を

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
、
腰
砕
け
に
す
る
か
ら

　

白
の
装
束
に
固
め
た
、
彼
女
の
肋
骨
は

見
え
た
り
、
見
え
な
か
っ
た
り

抗
う
岩
を
、
抱
擁
せ
ん
と
す
る
と
き
の

大
海
原
の
泡
立
つ
顔
よ
り
、
な
お
白
し

　

喜
ば
し
い
品
々
に
埋
も
れ
て
、
旅
人
の
想
い
は

道
に
迷
っ
て
、
両
側
を
さ
す
ら
う
が

彼
女
の
臍
が
、
精
妙
な
円
の
中
へ

忙
し
い
視
線
を
、
繋
ぎ
止
め
る

臍
は
処
女
蝋
の
、
優
美
可
憐
な
封
蝋

欠
け
た
る
は
、
押
印
の
み

い
の
は
／
真
珠
と
ル
ビ
ー
で
豊
か
に
飾
ら
れ
た
門
が
開
い
て
／
や
さ
し
い
心
の

言
伝
て
を
伝
え
る
／
賢
い
言
葉
が
流
れ
出
る
時｣

（
和
田
・
福
田
訳
）
と
あ
る
。

ち
な
み
に
、
当
時
の
諺
に
、「
歯
が
舌
を
警
護
す
る
の
は
、
り
っ
ぱ
な
こ
と
」
が

あ
る
。

10　

こ
こ
に
は､

シ
ド
ニ
ー
が
当
該
作
品
を
書
く
に
当
た
っ
て
典
拠
の
一
つ
と

し
た
、
サ
ン
ナ
ザ
ー
ロ
『
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
』
の
「
二
つ
の
赤
い
林
檎
（
あ
る
い

は
柄
頭
）」
の
影
響
が
あ
る
。
女
性
の
乳
房
を
柄
頭
に
準
え
た
例
は
、O

. E. D
.

に

記
載
し
て
あ
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

11　

恐
ら
く
、
彼
女
の
清
純
・
可
憐
さ
と
同
時
に
、
肌
の
白
さ
に
言
及
し
て
い
る
。

12　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ゥ
ニ
ス
』
五
一
一
～
六
行
に
、

「
き
よ
ら
か
な
唇
よ
、
わ
た
し
の
柔
ら
か
な
唇
に
捺
さ
れ
た
心
地
よ
い
捺
印
よ
／

あ
な
た
に
い
つ
ま
で
も
唇
を
捺
し
て
も
ら
う
た
め
に
／
ど
ん
な
契
約
を
し
た
ら

い
い
の
か
／
自
ら
を
売
る
こ
と
も
わ
た
し
は
厭
わ
な
い
／
あ
な
た
が
買
い
取
り
、

支
払
い
、
そ
れ
を
よ
く
遇
し
て
く
れ
る
な
ら
／
も
し
あ
な
た
が
こ
の
契
約
を
結

ぶ
な
ら
、
約
束
を
破
ら
れ
な
い
よ
う
に
／
あ
な
た
の
印
章
を
わ
た
し
の
紅
い
唇

10

11

12
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彼
女
の
丸
い
腹
は
、
喜
び
に
震
え
る
視
線
を
占
拠
す
る

い
み
じ
く
も
、
命
名
は
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
丘

愛
神
を
迎
え
る
に
、
打
っ
て
つ
け
の
丘

一
点
の
汚
れ
な
き
、
雪
花
石
膏
ア
ラ
バ
ス
タ
ー
の
鉱
石

正
し
く
美
し
い
、
滑
ら
か
な
雪
花
石
膏

し
か
れ
ど
も
、
柔
ら
か
さ
し
な
や
か
な
繻
子
の
ご
と
し

こ
の
甘
美
な
御
座
で
、
愛
神
は
戯
れ
る

し
ぶ
し
ぶ
私
は
、
愛
神
の
遊
び
場
を
離
れ
る

最
良
の
も
の
は
、
常
に
忘
れ
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が

こ
れ
ま
で
、
世
の
常
で
あ
っ
た
か
ら

　

彼
女
の
太
腿
を
、
ど
う
し
て
も
歌
い
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
直
伝
の
恋
歌
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ

内
腿
は
、
二
枚
の
砂
糖
菓
子
で
側
面
を
被
わ
れ

堂
々
と
膨
ら
ん
だ
土
手
を
、
盛
り
上
げ
て

純
白
な
こ
と
、
ア
ル
ビ
ヨ
ン
の
絶
壁
に
優
る

姿
見
の
ご
と
く
ツ
ル
ツ
ル
し
た
、
臀
部
が
そ
こ
に
く
っ
付
く

　

一
同
跪
く
の
だ
、
い
ま
彼
女
の
膝
に
つ
い
て

想
像
の
目
が
見
え
る
も
の
を
、
わ
が
舌
が
語
ら
ん
と
す
る

喜
び
の
玉
飾
り
、
愛
の
宝
玉

一
つ
の
動
作
に
、
あ
ら
ゆ
る
優
美
が
伴
う

屈
曲
部
は
、
優
れ
た
画
家
よ
ろ
し
く

明
暗
法
の
技
巧
を
、
冴
え
渡
ら
せ
る

靴
下
を
留
め
る
箇
所
が
、
子
供
っ
ぽ
い
印
で

ふ
く
よ
か
な
肉
質
に
は
、
容
易
跡
が
残
る
こ
と
を
示
す

　

今
一
度
、
凛
々
し
い
ふ
く
ら
は
ぎ
の
と
こ
ろ
で

水
晶
天
の
ご
と
く
、
盛
り
上
が
る

そ
れ
を
支
え
る
ア
ト
ラ
ス
は
、
し
ご
く
華
奢
だ
が

の
封
蝋
の
上
に
捺
し
て
下
さ
い
」
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
大
塚
定
徳
・
村

里
好
俊
訳
、『
新
訳
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
詩
集
』、
大
阪
教
育
図
書
、
二
〇
一
一
年
、

三
三
頁
。

13　

当
時
、「
恥
知
ら
ず
な
世
の
中
は
最
良
の
も
の
を
恥
ず
か
し
が
る
」
と
か
「
最

良
の
も
の
は
誤
用
さ
れ
る
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
っ
た
。

14　

例
え
ば
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
恋
の
歌
』
巻
一
、五
番
「
昼
下
り
の
恋
」
は
、

若
い
娘
コ
リ
ン
ナ
の
裸
体
を
思
い
が
け
ず
目
撃
し
た
こ
と
を
歌
い
、
そ
の
え
も

い
わ
れ
ぬ
美
し
さ
を
誉
め
称
え
て
い
る
。「
着
て
い
る
も
の
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
僕

の
目
の
前
に
立
つ
と
／
全
身
ど
こ
に
も
非
の
打
ち
所
が
な
か
っ
た
／
何
と
い
う

肩
、
何
と
い
う
腕
を
僕
は
見
て
、
触
っ
た
こ
と
か
／
乳
房
の
形
は
抑
え
る
の
に

何
と
適
し
て
い
た
こ
と
か
／
何
と
張
り
つ
め
た
胸
の
下
に
お
な
か
は
平
ら
な
こ

と
か
／
何
と
長
く
、
何
と
す
ば
ら
し
い
脇
、
何
と
若
々
し
い
太
も
も
」（
一
六
～

二
二
行
、
中
山
恒
夫
訳
）。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ー
ロ
ウ
の
翻
案
で
は
、「
何

と
肉
付
き
の
い
い
脚
、何
と
ぴ
ち
ぴ
ち
と
張
り
の
あ
る
太
腿
よ
」
と
な
っ
て
い
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

15　

ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
白
亜
の
絶
壁
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
船
で
渡
っ
て
そ

の
壁
が
迫
っ
て
く
る
と
き
、
絶
景
で
あ
る
。

16　

恐
ら
く
、
シ
ド
ニ
ー
は
、
当
時
の
高
名
な
細
描
画
家
ニ
コ
ラ
ス
・
ヒ
リ
ャ
ー

ド
と
の
直
接
の
会
話
か
ら
か
、
あ
る
い
は
彼
の
著
書
『
細
描
画
の
技
法
』
を
読

ん
だ
か
し
て
、
こ
の
箇
所
を
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
細
密
画
家
は
丸
み
を
表

現
す
る
た
め
に
、
陽
光
部
を
引
き
立
つ
よ
う
に
白
く
塗
る
の
で
あ
っ
て
、
回
り

を
暗
い
影
に
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
技
法
に
言
及
し
て
い
る
。

17　

フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
の
肉
体
と
い
う
美
の
世
界
、
具
体
的
に
は
、
彼
女
の
丸
み

を
帯
び
た
ふ
く
ら
脛
と
い
う
天
空
を
支
え
て
い
る
踝
を
、
全
世
界
を
支
え
て
い

1314
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16

17
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鯨
の
真
っ
白
な
骨
よ
り
も
、
な
お
白
い

　

す
っ
く
と
伸
び
る
は
、
ふ
っ
く
ら
し
た
清
ら
な
足

こ
の
高
貴
な
る
杉
の
木
の
、
高
価
な
根

外
観
と
匂
い
は
、
淡
い
色
の
菫
草

一
歩
一
歩
が
、
大
地
に
あ
ら
ゆ
る
美
の
種
を
蒔
く

　

彼
女
の
背
中
に
戻
る
の
だ
、
わ
が
歌
神
よ

羽
を
落
と
し
た
、
レ
ダ
の
白
鳥
さ
な
が
ら

背
筋
に
沿
っ
て
、
骨
が
合
わ
さ
る
様
は

丸
い
マ
ー
チ
パ
ン
の
、
砂
糖
菓
子
の
ご
と
し

　

彼
女
の
肩
は
、
二
羽
の
白
い
鳩
に
似
て

四
角
い
王
宮
の
屋
根
に
留
ま
る

屋
根
は
、
白
銀
し
ろ
が
ね
の
皮
膚
で
葺
ふ
い
て
あ
り

わ
ず
か
の
染
み
も
忌
み
嫌
う
、
ア
ー
ミ
ン
の
雪
白
に
優
る

　

肩
か
ら
突
き
出
で
し
、
二
本
の
腕

不
死
鳥
の
翼
も
、
こ
れ
ほ
ど
完
全
無
比
に
あ
ら
ず

非
の
打
ち
所
な
き
長
さ
と
、
汚
れ
一
つ
な
き
色
合
と

　

あ
あ
、
悲
し
い
か
な
、
新
た
な
苦
悩
が
蘇
る

る
ア
ト
ラ
ス
［
運
ぶ
者
、
耐
え
る
者
の
意
。
巨
人
族
の
一
人
で
、
オ
リ
ュ
ン
ポ

ス
の
神
々
に
巨
人
族
が
反
逆
し
た
と
き
に
加
担
し
た
た
め
に
、
そ
の
罰
と
し
て

天
空
を
双
肩
に
て
担
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
］
に
準
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
だ

が
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
の
踝
の
細
さ
と
ア
ト
ラ
ス
の
盛
り
上
が
っ
た
筋
肉
と
の
対

照
が
絶
妙
で
あ
る
。

18　
「
杉
の
木
」
は
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
の
す
ら
り
と
伸
び
た
背
丈
の
こ
と
、「
高

価
な
根
」
は
、
彼
女
の
足
の
こ
と
で
あ
る
。
面
白
い
綺
想
で
は
あ
る
。

19　

妻
の
ヘ
ラ
の
目
を
盗
ん
で
レ
ダ
に
近
づ
き
、
彼
女
を
掻
っ
攫
う
た
め
白
鳥

に
転
身
し
た
ジ
ョ
ー
ブ
大
神
は
、
首
尾
よ
く
思
い
を
遂
げ
て
、
結
果
的
に
そ
の

後
の
人
間
世
界
の
激
動
の
原
因
と
な
る
二
人
の
名
高
い
女
性
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム

ネ
ス
ト
ラ
［
ト
ロ
イ
戦
役
の
ギ
リ
シ
ャ
方
の
総
大
将
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
妻
、
し

か
し
凱
旋
し
た
夫
を
、
愛
人
と
共
謀
し
て
殺
害
し
て
し
ま
う
］
と
ヘ
レ
ナ
［
ト

ロ
イ
戦
役
の
原
因
を
作
る
世
界
一
の
美
女
］
と
を
生
ま
せ
る
。
こ
の
挿
話
は
よ

く
詩
歌
に
歌
わ
れ
、
ま
た
、
絵
や
彫
刻
の
主
題
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
も
は

や
偽
装
す
る
必
要
が
な
い
ゼ
ウ
ス
が
、
純
白
の
羽
を
切
り
落
と
し
そ
の
場
［
↓

フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
の
背
中
］
に
置
い
て
行
く
」
と
い
う
意
味
で
、
彼
女
の
真
っ
白

な
背
中
を
表
す
迂
言
的
表
現
で
あ
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

20　
「
二
羽
の
鳩
」
か
ら
発
展
し
た
、
極
め
て
持
っ
て
回
っ
た
綺
想
。
当
時
屋
敷

の
屋
根
が
鉛
葺
ふ
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
女
の
肩
は
銀
の
皮
膚
で
葺
い
て
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

21　

ア
ー
ミ
ン
（
テ
ン
）
は
北
欧
に
棲
息
し
、
冬
に
は
尾
の
先
だ
け
が
黒
く
、

他
は
全
身
純
白
に
な
る
イ
タ
チ
科
の
動
物
で
、
自
分
の
体
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

も
汚
れ
る
よ
り
は
、
死
を
選
ぶ
［
火
中
を
も
く
ぐ
る
］
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
ア
ー
ミ
ン
を
捕
獲
す
る
と
き
に
は
、
回
り
を
糞
の
壁
で
囲
む
方
法

が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
寓
意
画
集
で
は
、｢

純
潔
・
清
純｣

、

あ
る
い
は
「
一
途
な
心
」
を
表
象
す
る
と
さ
れ
る
。
有
名
な
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
屋
敷
所
蔵
の
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
〈
ア
ー
ミ
ン
肖
像
画
〉」
は
ヒ
リ
ャ
ー
ド

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
作
品
の
中
で
は
、
カ
ラ
ン
ダ
ー
卿
の
跡

継
ぎ
、
ク
ラ
イ
ト
フ
ォ
ン
の
楯
に
は
、「
汚
名
よ
り
死
を
選
ば
ん
」
と
い
う
訓
言

付
の
ア
ー
ミ
ン
の
紋
章
が
彫
ら
れ
て
い
る
。（
民
間
伝
承
で
は
、
ア
ー
ミ
ン
は
田

畑
に
い
る
と
き
に
は
幸
福
を
も
た
ら
す
が
、
そ
の
視
線
は
病
気
の
原
因
に
な
り
、

息
は
死
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。）

22　

世
界
に
一
羽
し
か
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
伝
説
の
鳥
。
死
ぬ
と
き
に
は
、

ぐ
る
ぐ
る
と
渦
を
巻
き
な
が
ら
、
自
分
の
体
を
燃
や
し
尽
く
し
、
残
っ
た
灰
の

中
か
ら
一
羽
の
新
し
い
不
死
鳥
が
誕
生
す
る
と
さ
れ
る
（
異
説
も
あ
る
が
）。
寓

意
と
し
て
は
、
復
活
、
不
滅
性
、
永
遠
の
青
春
、
貞
節
・
節
制
、
驚
異
的
な
存
在
、

自
己
充
足
・
自
己
犠
牲
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活
な
ど
を
表
す
。

18
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22
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次
に
歌
う
順
番
は
、
彼
女
の
手

わ
が
初
恋
の
、
運
命
の
絆

玉
座
に
は
、
清
白
が
永
遠
に
君
臨
す

造
化
の
女
神
自
ら
が
、
そ
れ
に
彩
色
す

暖
か
い
雪
、
湿
っ
た
真
珠
、
柔
ら
か
い
象
牙
が

そ
こ
で
は
、
不
思
議
に
交
ざ
り
合
い

サ
フ
ァ
イ
ア
色
の
小
川
が
、
幾
筋
も
流
れ
下
り

複
雑
に
蛇
行
す
る
、
人
造
の
運
河
の
ご
と
く

馨
し
い
土
地
に
、
馨
し
い
島
を
無
数
に
作
る

手
の
指
、
そ
れ
は

ア
メ
ジ
ス
ト
の
、
矢
尻
を
付
け
た

愛
神
の
武
器
、
血
に
濡
れ
た
矢
だ

　

か
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
き

麗
し
き
三
美
神
は
、
い
か
な
る
技
に
て

彼
女
の
四
肢
に
、
特
段
の
優
美
を
授
け
る
の
か

ど
ん
な
時
に
も
、
ど
ん
な
場
所
に
も
和
合
し

美
を
も
、
な
お
美
々
し
く
し

哀
れ
な
目
を
こ
そ
、
一
番
誘
惑
す
る
優
美
を

だ
が
、
こ
れ
と
て
も
、
内
部
に
宿
る

よ
り
麗
し
い
客
人
達
の
、
麗
し
い
宿
に
過
ぎ
ぬ

麗
人
へ
の
高
き
称
賛
と
、
称
賛
に
満
ち
た
祝
福
の

ペ
ン
と
な
る
の
は
善
徳
、
紙
に
は
天

不
滅
の
名
声
が
、
イ
ン
ク
を
貸
し
出
す

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

23　

矛
盾
・
撞
着
語
法
の
一
例
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
「
冷
た
き
炎
」
以
来
、
特
に

ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
詩
人
た
ち
に
は
好
ん
で
多
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
、『
ア
ス
ト

ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』
第
五
歌
三
七
行
「
暖
か
い
、
う
ま
し
香
り
の
雪
」、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
『
真
夏
の
夜
の
夢
』
五
幕
一
場
五
九
行
「
暑
い
氷
、
と
て
も
不
思

議
な
雪
」、『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
一
幕
一
場
恋
を
恋
す
る
ロ
ミ
オ
の
台

詞
「
お
お
、
争
う
恋
、
恋
す
る
憎
し
み
／
お
お
、
も
と
も
と
は
無
か
ら
生
じ
た

有
な
る
も
の
／
お
お
、
心
し
ず
む
浮
気
心
、
き
ま
じ
め
な
た
わ
む
れ
／
美
し
い

秩
序
と
見
せ
か
け
る
醜
い
混
沌
／
鉛
の
羽
根
、
輝
く
煙
、
冷
た
い
火
、
病
め
る

健
康
、
眠
り
と
は
言
え
ぬ
常
に
目
ざ
め
る
眠
り
／
こ
う
い
う
恋
を
感
じ
な
が
ら

肝
心
の
恋
人
は
つ
れ
な
い
」
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

24　
「
客
人
達
」
と
は
、
フ
ィ
ロ
ク
レ
ア
の
美
徳
の
数
々
。
そ
れ
が
美
し
い
彼
女

の
肉
体
と
い
う
宿
に
宿
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
肉
体
の
美
を

一
つ
一
つ
取
り
上
げ
て
長
々
と
称
え
た
後
で
、
翻
っ
て
、
精
神
の
美
、
美
徳
を

最
後
に
絶
賛
す
る
の
は
当
時
の
詩
の
常
套
手
段
だ
が
、
こ
れ
は
〈
パ
リ
ノ
ウ
ド
・

取
り
消
し
の
歌
〉
的
手
法
と
い
っ
て
い
い
。

25　

不
滅
の
名
声
に
よ
る
詩
の
永
続
性
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
オ
ウ
ィ

デ
ィ
ウ
ス
『
転
身
物
語
』
巻
一
五
の
結
び
、｢

詩
人
の
予
感
の
中
に
も
一
片
の
真

実
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
な
ら
ば
、
わ
た
し
は
、［
こ
の
詩
を
完
成
し
た
こ
と
に

よ
り
］
世
紀
の
続
く
限
り
名
声
に
よ
っ
て
生
き
続
け
る
で
あ
ろ
う｣

（
田
中
、
前

田
訳
）、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
『
ア
エ
ネ
イ
ア
ス
』
第
九
巻
四
四
六
～
七
行
「
お
お

幸
運
の
こ
の
二
人
！　

も
し
い
や
し
く
も
わ
が
歌
に
／
そ
の
能
力
が
あ
る
な
ら

ば
、
二
人
を
時
の
記
憶
よ
り
／
消
す
日
は
永
劫
な
い
で
あ
ろ
う
」、
並
び
に
シ
ド

ニ
ー
『
詩
の
擁
護
』
結
末
近
く
の
「
詩
人
達
は
神
々
に
深
く
愛
さ
れ
て
い
る
が

故
に
、
彼
ら
が
書
く
も
の
は
何
で
あ
れ
、
神
聖
な
霊
感
か
ら
生
ま
れ
る
。
最
後
に
、

詩
人
達
が
彼
ら
の
韻
文
に
よ
っ
て
あ
な
た
を
歌
い
不
滅
に
致
し
ま
す
と
告
げ
る

と
き
、
彼
ら
の
言
葉
を
信
じ
て
ほ
し
い
」
な
ど
を
参
照
。

23
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歌
い
初
め
と
同
じ
言
葉
で
、
歌
を
終
わ
り
ぬ

か
の
ひ
と
の
完
璧
な
美
の
品
々
を
、
ど
ん
な
言
葉
で
尽
く
せ
る
も
の
か

百
万
言
を
費
や
し
て
誉
め
称
え
て
も
、
一
の
品
さ
え
覚
束
ぬ

　

こ
の
歌
が
そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
オ
ク
シ
モ
ロ
ン
と
プ
レ
イ
ズ
ン

の
技
法
を
駆
使
し
た
歌
が
一
六
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
詩
人

た
ち
の
間
で
数
多
く
作
詩
さ
れ
、
よ
く
読
ま
れ
た
。
芝
居
好
き
で
本

を
読
む
の
が
好
き
な
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
、
こ
の
類
の
詩
を
よ
く
知
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
が
ウ
ィ
ル
に
「
ど
れ
く
ら
い
彼
女
を
愛
し

て
い
る
の
か
教
え
て
」
と
尋
ね
る
と
き
、
彼
が
「
病
に
臥
せ
る
の

と
、
治
癒
と
が
一
緒
に
な
っ
た
よ
う
に
」
と
答
え
る
の
を
聞
い
て
、

そ
の
技
法
を
熟
知
し
て
い
る
ト
マ
ス
扮
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
「
そ
う

な
の
、
雨
が
降
り
、
同
時
に
太
陽
が
輝
く
よ
う
に
。
寒
い
と
同
時
に

暑
い
よ
う
に
ね
」
と
切
り
返
す
。
そ
し
て
、「
僕
は
彼
女
の
美
し
い

瞳
を
覗
き
込
ん
で
己
を
知
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
だ
」
と
豪
語
す
る

ウ
ィ
ル
は
、ヴ
ァ
イ
オ
ラ
の
瞳
を
覗
き
込
み
、彼
女
と
目
と
目
を
し
っ

か
り
と
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
彼
女
を
ト
マ
ス
と
思
い
込
ん
で
い
る
た

め
自
分
の
言
っ
た
言
葉
を
裏
切
っ
て
、
彼
女
の
正
体
に
気
付
か
な

い
。
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
彼
と
口
裏
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
当
時
の

流
行
に
乗
っ
て
プ
レ
イ
ズ
ン
を
多
用
す
る
彼
を
茶
化
そ
う
と
し
て
、

「
で
は
、
そ
の
人
の
唇
は
」
と
尋
ね
る
。
彼
女
の
狙
い
通
り
彼
女
の

挑
発
に
乗
っ
て
、
ウ
ィ
ル
は
当
時
の
歌
の
例
に
倣
い
、「
彼
女
の
赤

い
唇
に
嫉
妬
し
て
朝
咲
き
の
薔
薇
も
咲
い
た
途
端
に
萎
れ
る
」
と

か
、「
彼
女
の
歌
う
声
は
囀
る
雲
雀
よ
り
、
夜
啼
鶯
よ
り
、
深
く
て

柔
ら
か
」
と
言
う
。
眼
を
鋭
く
光
ら
せ
て
、「
彼
女
の
胸
は
ど
う
だ
っ

て
言
う
の
」
と
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
に
聞
か
れ
た
ウ
ィ
ル
が
、「
一
対
の
小

ぶ
り
の
林
檎
。
黄
金
の
林
檎
の
よ
う
に
丸
く
て
類
い
稀
」
と
答
え
る

と
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、
攻
撃
に
撃
っ
て
出
る
。

「
そ
の
女
性
が
あ
な
た
の
愛
を
遠
ざ
け
て
お
く
の
は
賢
明
な
こ
と
だ

わ
。
だ
っ
て
、
一
体
ど
ん
な
女
性
が
あ
な
た
の
期
待
に
ぴ
っ
た
り
と

応
え
ら
れ
る
と
い
う
の
。
そ
の
女
性
の
瞳
も
唇
も
声
も
、
私
の
と
同

じ
く
、
美
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
に
。
そ
れ
に
、
裕
福
な
家
に

生
ま
れ
、
貴
族
と
結
婚
す
る
は
ず
の
女
性
が
、
川
向
う
の
詩
人
・
劇

作
家
風
情
と
幸
せ
な
恋
が
で
き
ま
す
か
？
」
そ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ

ル
は
熱
を
込
め
て
「
愛
に
は
身
分
・
職
業
は
関
係
な
い
、
女
王
と
王

様
役
を
演
じ
る
貧
し
い
浮
浪
者
と
の
間
に
愛
の
炎
が
燃
え
上
が
る
時

も
あ
る
し
、
愛
が
拒
ま
れ
れ
ば
、
魂
が
干
上
が
る
」
と
応
答
す
る
。

そ
し
て
、
今
度
は
虚
言
的
技
巧
的
言
葉
を
弄
す
る
の
で
は
な
く
、
真

摯
な
真
心
を
込
め
た
自
分
の
言
葉
で
、「
だ
か
ら
、
愛
す
る
姫
君
に

伝
え
て
く
れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
庭
で
お
待
ち
し

て
い
る
と
」
と
情
熱
的
に
宣
言
す
る
の
だ
。
こ
れ
を
聞
い
た
ヴ
ァ
イ

オ
ラ
の
「
で
も
、（
求
愛
者
の
）
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
卿
は
ど
う
す
る
の
」

と
い
う
問
い
に
対
す
る
、彼
の
「
た
だ
一
度
の
キ
ス
が
で
き
る
な
ら
、

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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村
里
好
俊
訳
解
、『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
第
二
巻
、
大
阪
教
育
図
書
、

一
九
九
七
年
、
一
二
六
～
一
三
三
頁
。
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一
千
人
の
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
に
挑
ん
で
み
せ
よ
う
」
と
威
勢
の
い
い
言

葉
に
励
ま
さ
れ
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
彼
の
唇
に
万
感
の
愛
を
込
め
て

キ
ス
を
し
、
小
舟
か
ら
自
宅
の
庭
に
隣
接
し
た
波
止
場
へ
飛
び
下
り

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
場
面
で
ウ
ィ
ル
は
、
初
め
は
あ
り
き
た
り
の
技
巧
的
な
言
葉

を
弄
し
て
、
あ
り
き
た
り
の
褒
め
言
葉
で
愛
す
る
女
性
を
称
え
て
、

あ
り
き
た
り
の
愛
情
表
現
を
す
る
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
の
挑
発
的
な
言

葉
と
態
度
に
触
れ
て
、
彼
が
本
当
の
愛
を
自
覚
す
る
重
要
な
山
場
と

な
っ
て
い
る
。
直
感
的
な
一
目
惚
れ
が
真
実
の
愛
に
成
長
し
た
の

だ
。

　

こ
の
後
、
ウ
ィ
ル
と
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
、
彼
女
の
寝
室
で
め
で
た
く

結
ば
れ
、
二
人
の
関
係
を
現
在
進
行
形
で
反
映
し
て
書
か
れ
て
い
る

芝
居
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
は
、少
な
く
と
も
途
中
ま
で
は
、

あ
た
か
も
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
る
喜
劇
の
ご
と
く
、
順
調
に
進

ん
で
い
く
。
元
々
こ
の
芝
居
は
ヘ
ン
ズ
ロ
ウ
の
発
案
で
『
ロ
ミ
オ
と

海
賊
王
の
娘
エ
セ
ル
』
と
し
て
着
想
さ
れ
、
酒
場
で
出
会
っ
た
マ
ー

ロ
ウ
に
筋
書
き
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
、
海
軍
大
臣
一
座
の
主
役
ア

レ
ン
に
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
名
前
を
示
唆
さ
れ
て
、
徐
々
に
出
来
上
っ

て
い
く
。
実
際
に
、『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
と
い
う
芝
居
は
、

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
秘
密
結
婚
で
第
二
幕
が
終
わ
る
。
し
か

し
、
第
三
幕
に
入
る
と
、
惨
劇
が
起
こ
り
、
悲
劇
へ
と
変
わ
っ
て
い

く
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
ウ
ィ
ル
と
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
と
の
関
係
の

変
化
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
の
言
葉
の
通

り
、
貴
族
の
令
嬢
と
一
介
の
（
当
時
は
下
賤
と
さ
れ
た
役
者
た
ち
に

芝
居
を
提
供
す
る
や
く
ざ
な
職
業
の
）
劇
作
家
で
、
か
つ
ま
た
妻
子

持
ち
の
ウ
ィ
ル
と
が
現
実
の
世
界
で
結
ば
れ
る
は
ず
が
な
く
、
二
人

の
愛
は
、
所
詮
、“C

alf love”

「
小
娘
の
幼
い
恋
」
に
過
ぎ
な
か
っ

た
と
彼
女
は
言
う
が
、
し
か
し
、
彼
女
は
本
当
に
ウ
ィ
ル
を
心
底
か

ら
愛
し
て
い
た
の
だ
。
二
人
が
和
解
し
て
、
川
辺
で
ウ
ィ
ル
に
キ
ス

し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
が
打
ち
明
け
る
言
葉
「
わ
た
し
は
い
ま
誓

う
わ
、
た
と
え
そ
れ
が
神
の
前
で
の
神
聖
な
誓
い
で
な
く
と
も
、
厳

粛
な
誓
い
よ
。
わ
た
し
は
寡
婦
と
し
て
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
に
嫁
ぎ
ま

す
」
は
、
万
感
の
思
い
を
込
め
た
真
心
か
ら
出
た
彼
女
の
意
思
表
示

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
舟
の
場
面
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
の
恋
の
歌
の
慣

例
に
則
っ
た
表
面
的
な
愛
の
想
い
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
と
い
う
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
り
抜
け
て
、
た
と
え
（
当
時
た
い
て
い
は
親
が
決
め

た
）
結
婚
と
い
う
現
世
的
儀
式
で
結
ば
れ
る
こ
と
は
叶
え
ら
れ
な
く

と
も
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
は
真
の
愛
を
胸
底
に
秘
め
て
嫁
ぐ
し
、
ウ
ィ
ル

と
し
て
は
、
二
人
の
恋
愛
が
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』、『
十
二

夜
』
と
い
う
現
在
な
お
世
界
中
で
読
み
継
が
れ
、
上
演
さ
れ
続
け
て

い
る
劇
作
品
と
し
て
結
実
し
た
こ
と
で
、
劇
作
家
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

に
と
っ
て
、
目
出
度
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
映

画
で
描
か
れ
る
ウ
ィ
ル
と
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
と
の
恋
の
経
緯
と
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
出
来
事
は
全
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
が
、
私
た
ち
観
客

に
と
っ
て
は
、色
々
な
意
味
で
、非
常
に
興
味
あ
ふ
れ
る
内
容
と
な
っ
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て
い
る
。

【
映
画
情
報
】

監
督
：
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
デ
ン

脚
本
：
マ
ー
ク
・
ノ
ー
マ
ン
、
ト
ム
・
ス
ト
ッ
パ
ー
ド

出
演
：
グ
ウ
ィ
ネ
ス
・
パ
ル
ト
ロ
ウ
（
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
・
デ
・
レ
セ
ッ

プ
ス
・
架
空
の
人
物
）、
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ァ
イ
ン
ズ
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
）、
ジ
ュ
デ
ィ
・
デ
ン
チ
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
）、

ル
パ
ー
ト
・
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ー
ロ
ウ
）、ジ
ェ

フ
リ
ー
・
ラ
ッ
シ
ュ（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ン
ズ
ロ
ウ
）、コ
リ
ン
・
フ
ァ
ー

ス
（
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
卿
・
架
空
の
人
物
）、
ベ
ン
・
ア
フ
レ
ッ
ク
（
エ

ド
ワ
ー
ド
（
ネ
ッ
ド
）・
ア
レ
ン
）、イ
メ
ル
ダ
・
ス
ト
ー
ン
ト
ン
（
ヴ
ァ

イ
オ
ラ
の
乳
母
・
架
空
の
人
物
）、
ト
ム
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
（
高

利
貸
し
の
ヒ
ュ
ー
・
フ
ェ
ニ
マ
ン
・
架
空
の
人
物
）、
ア
ン
ト
ニ
ー
・

シ
ェ
ア
（
モ
ス
博
士
・
架
空
の
人
物
）、
サ
イ
モ
ン
・
カ
ル
ー
（
饗

宴
局
長
テ
ィ
ル
ニ
ー
）
そ
の
他
。

製
作
年
（
国
）：
一
九
九
八
年
（
米
）
／
上
映
時
間
：
一
二
四
分
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